
 

 

 

・交通の便の悪さ 

・医療・介護問題 

・防犯、防災対策 

 

有縁な地域実現にむけた別荘地住民へのインテーク（加東市）  

≪ケース内容≫  

①６８歳男性。脳出血後遺症により上下肢不全麻痺あり。他市より別荘地へ転居。妻と障がいの娘と３人暮らし。  

②９１歳の男性と妻の2人暮らし。本人が要介護状態。妻が車の運転をしており、すべての生活を支えている。 

③８５歳の男性と妻の2人暮らし。本人が要介護状態で在宅酸素療養中。玄関から道路まで傾斜が急で手すり等の住宅改修が必要。転居 

を考えるが、経済的な負担が大きい。  

④別荘地に住む娘宅に、神戸から母親が転居した。母親が認知症で徘徊がある。山間部のため、行方不明等の事故になる可能性が高い。 

○関わりのない地域に対し、市や近隣地域が関わりを持ち、災害等の緊急時の支援の為の把握ができるようにする。 
○住民同士の関わりから閉じこもりの防止、交流を図り、孤独死をださない。 

事例検討や連携 
からの課題 

住基ネット、ケアマネ

ジャー 
等からスクリーニング 

現場確認 
実態調査 

ＣＷ会議 

「別荘地の住所がわから
ない」「どんな人が住ん
でいるのかわからない」
「地域住民の寄合や活動
に参加しない人がいる」 

５月～６月 

別荘地内に支援困難
なケース、今後困難
になりそうなケース
が埋もれている 

仮説 

７月 

ケアマネ、民生委員の関わ
りのない地域を特定する。 

・実際に別荘地の訪問 

・管理会社やゴミ掃除管理、
コミュニティ確認 
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ＮＷ会議 

９月 
 市や社協等
と 
繋がる施策検

討 

１１月～1月 

・市による住民訪問 

・民生委員への聞き取り 

・住民の居住地把握 

ＣＷ会議 

・別荘地ごとの世帯数、 
高齢者数等をデータ整理 
・管理会社、住民に直接訪
問 
・民生委員、個々の関わり
を明らかにする。 
・別荘地ごとの問題を明確
にする 
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ＮＷ会議 

８月 

問題発覚 
別荘地ごとの住民の自治の
実体調査と関わり優先順 

今後は、防災、防犯の視
点から、地域包括、社協
を中心に民生委員、警察、
地域の消防団等と連携を
とり、様々な関係構築を
図っていく。 

 

提案 

評価 

２月 

  

    ＣＷ・ＮＷ合同会議 

   １年間のまとめ 

 

３月 

別荘地住民の 

     高い高齢化率！ 

 


